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３．配当金額について 

当社では、株主の皆様に対する利益の還元を経営上の重要な施策の一つとして位置付け 

ております。剰余金の配当等の決定に関しては、将来の利益の源泉となる新薬開発や経営 

体質強化のための内部留保を確保しつつ、業績およびキャッシュ・フローの状況などを勘 

案しながら継続的かつ安定的な配当を行うことを基本方針としております。 

 本日公表の平成30年３月期第２四半期累計期間の決算が利益面で業績予想値を上回っ

たことや、平成30年３月期の連結業績予想の修正内容を勘案した結果、中間配当を直近の

配当予想から１株当たり１円増配し、１株当たり12円とすることといたしました。また、

期末配当予想につきましても、直近の配当予想から１株当たり１円増配し、１株当たり12

円とすることといたしました。この結果、年間配当予想（中間配当１株当たり12円を含む）

は、１株当たり24円となります。 
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